
 

   

 

 

 

 

 

2020 年 12月 15 日 

 

 

わが子を守るママたちの「with コロナ時代の安全対策」調査 
・ママが最も不安を感じているのは「新型コロナウイルスやインフルエンザなどの病気」で 40.9％ 

・「新型コロナウイルス」に不安を感じているママは 9 割以上だが、対策済みのママも約 8 割 

・「災害」、特に「地震」への不安はコロナ前より減少傾向だが「水害」「台風」への不安は上昇 

 

博報堂こそだて家族研究所*1 は、インターネット広告・メディア運営事業の株式会社インタースペースと協働で、イン

タースペース社が運営するママ向けコミュニティサイト「ママスタ*2」（http://mamastar.jp/）にて、「ママリサ～いまど

きママリサーチ～」を行っています。 

これまで 2017 年７月、2020 年２月に、災害、事件、事故などから子どもを守るママたちの意識に関する調査を行いま

したが、この度「新型コロナウイルスやインフルエンザなどの病気」を加えた調査結果（2020 年 8 月実査）をまとめま

した。かけがえのない我が子を、様々なリスクから守るため、ママたちはどのような備えをしているのでしょうか。 

 

＜調査結果のポイント＞ 

 ママたちが最も不安に感じているのは「コロナ、インフルエンザなどの病気」で 40.9％ 

・災害・事件・事故・病気の中で、ママが不安に感じているものでは「新型コロナウイルスやインフルエン

ザなどの病気」が 40.9%で最も高い。次いで「事故（30.4%）」「事件（18.0%）」「災害（8.7%）」 

・2020 年 2 月実施の前回調査*3 と比較すると「事故（-17.1pt）」「災害（-11.7pt）」への不安が減少。 

（※前回調査では選択肢に「病気」を含んでいない点に留意） 
 

 新型コロナウイルスへの不安を感じるママは 9 割以上だが、感染防止対策ができている比率も約８割と高い 

・「新型コロナウイルス」への不安を感じているママが 9 割以上。最も不安なのは「子どもの感染

（94.1%）」、次いで「ママ自身の感染（87.2%）」「パートナーの感染（75.2%）」 

・「コロナ含む病気」への対策ができていると回答したママは約８割。 

・感染防止対策ができている順に「ママ自身（89.7%）」「子ども（80.0%）」「パートナー（69.4%）」 

・できている対策では「マスクの着用」「手洗いうがい」が 8 割を超え、子どもの約 7 割は「毎日の検温」も

実施。 
 

 不安を感じる災害のトップは「地震（86.8%）」だが低下傾向。一方で「水害」「台風」への不安が上昇 

・強い不安を感じる災害は「地震（86.8%）」で、前回調査*3（92.7%）、前々回調査*4（96.7%）と変わら

ずトップだが、その数値は年々、低下傾向。 

・2017 年実施の前々回調査では 4 位(25.7%)だった「大雨・洪水等の水害」が今回調査で 2 位（55.4%）に。

前々回は 5 位（24.9%）だった「台風」が 3 位（51.1%）と、前回・前々回と比べても水害/台風への不安が

強まった。 

   

本件に関するお問い合わせ：博報堂広報室 戸田 大野 ： koho.mail@hakuhodo.co.jp  03-6441-6161  

×

mailto:koho.mail@hakuhodo.co.jp
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＜調査概要＞ 

○調査手法：ママスタジアムでのインターネット調査（全国） 

○対象者：ママスタジアムユーザーの同居の子がいるママ n=401 名 

○調査時期：2020 年 8 月 6 日～8 月 17 日 

 

*3 「前回調査」について 

○調査手法：ママスタジアムでのインターネット調査（全国） 

○対象者：ママスタジアムユーザーの同居の子がいるママ n=480 名 

○調査時期：2020 年 2 月 14 日～2 月 21 日 

 

*4 「前々回調査」について 

○調査手法：ママスタジアムでのインターネット調査（全国） 

○対象者：ママスタジアムユーザーの同居の子がいるママ n=397 名 

○調査時期：2017 年 6 月 30 日～7 月 19 日 

 

＜詳細調査結果＞ 

 「災害」「事件」「事故」「病気」への不安について 

・ママたちが最も不安に感じているのは「コロナ含む病気（40.9%）」。次いで「事故（30.4%）」「事件

（18.0%）」「災害（8.7%）」。 

災害・事件・事故・病気の中で、ママたちが一番不安に感じているのは、「新型コロナウイルスやインフルエンザな

どの病気（40.9%）」。次いで「事故（30.4%）」「事件（18.0%）」「災害（8.7%）」となりました。 

2020 年 2 月実施の前回調査と比較して減少幅が大きいのは「事故（－17.1pt）」、次いで「災害（－11.7pt）」。身近な

脅威である新型コロナウイルスを含む病気への不安が高まる一方、外出自粛が続いたことで事故や事件への不安度は

減少。またいつ起きるかわからない災害への意識も相対的に低下している様子がうかがわれました。 

注）2020 年 2 月前回調査では「新型コロナウイルスやインフルエンザなどの【病気】」を含んでいない点に留意 
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Q. 災害・事件・事故・病気の中で、今現在お子さんに対して一番不安に感じているものを選んでください。
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・「コロナ含む病気」では、子どもの年齢が低いママの方が、不安を感じている比率が少ない。 

・「事故」への不安は子どもの年齢が低いママが高く、「事件」への不安は小学校高学年ママが高い傾向に。 

子どもの年齢別に見ると「病気」については、子どもの年齢が上がる方が不安に感じるママが増える傾向にありまし

た。新型コロナによる重症化リスクが低めと言われている低年齢ママでは不安が低く出ている一方で、子どもだけで

の外出機会なども多い中学生以上の子を持つママの方がより強く不安を感じているようです。 

また「災害」への不安については、子どもの性別年代で大きな差は見られませんが、「事件」「事故」については、子

ども年齢での違いが見受けられており、「事故」への不安は、未就学児（36.3%）と小学校低学年（37.1%）がそれぞれ

高く、「事件」への不安は小学校高学年（24.2%）が他の年代よりも高くなりました。 

 

 

 

・「新型コロナウイルス」への不安を感じるママは 9 割以上。最も不安なのは「子どもの感染（94.1%）」「ママ

自身の感染（87.2%）」「パートナーの感染（75.2%）」。  

新型コロナウイルスに絞って聞いたところ、新型コロナウイルスに「とても不安を感じる」、「やや不安を感じ

る」計は 93.5%となり、子育て中のママにとっても大きな関心事であることがわかります。ママたちが強い不安を感

じているのは「子どもの感染（94.1%）」が最多。次に「ママ自身の感染（87.2%）」「パートナーの感染

（75.2%）」、さらに「両親、義両親など高齢家族の感染（62.9%）」と続いており、家族内から感染者が出ることを

心配しているようです。 

また「在宅や自粛によって子どもが受けるストレス」が４割、「家庭の経済事情」「遊びの不足による体力低下や

経験不足」「在宅や自粛によって親が受けるストレス」が約 3 割、「虐待や家庭内暴力、暴言、無視、育児放棄など

での発散」が 7.5%など、健康面だけでなく、精神面や子どもの発達に与える影響に対する不安があることも分かりま

した。 
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小学校高学年 62 4.8 24.2 32.3 38.7 0.0 0.0

中学生以上 197 10.7 15.7 25.4 45.2 0.5 2.5

Q6 災害・事件・事故・病気の中で、今現在お子さんに対して一番不安に感じているものを選んでください。
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Q 今現在、子育てをしていく上で、あたなは「新型コロナウイルス」に

どの程度不安を感じていますか？(n=401)
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 「災害」「事件」「事故」「病気」への備え／対策について 

・「コロナ含む病気」への対策ができていると回答したママは約８割で、4 つのうち最も高い結果に。 

・次いで「事故（56.9%）」「事件（52.6%）」。唯一、対策率が半数を切ったのは「災害（42.9%）」。 

ママたちの不安が最も高い「病気」に関しては、約 8 割のママが備え/対策ができていると回答。また「事故」「事

件」についても、日常生活の中で巻き込まれる可能性が高いためか、備え/ 対策をしているママが半数を超える結果に

なりました。 

一方で「災害」については、備えができていると回答した人は 42.9%となっており、「病気」「事故」「事件」などと

比較して、「災害」に対する意識の相対的な低さが浮き彫りになりました。 
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Q 【新型コロナウイルスについて】感染による影響について強い不安を感じるものを

すべて選んでください。(n=375)
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 「新型コロナウイルス」に対する感染防止対策について 

・感染防止対策ができている順に「ママ自身（89.7%）」、「子ども（80.0%）」、「パートナー（69.4%）」。 

・実践している対策では「マスクの着用」「手洗いうがい」が、ママ・パートナー・子ども全員で 8 割を超え、

子どもの約 7 割は「毎日の検温」も実施。 

 

家族の感染防止対策状況について聞いた質問では、感染防止対策ができている順に「ママ自身（89.7%）」「子ど

も（80.0%）」「パートナー（69.4%）」となっており、ママとパパの間では約 20 ポイントの差が出ました。 

実践している対策では「マスクの着用」「手洗いうがい」が、ママ・パパ・子ども全員で 8 割を超え、ママ自身に

おいては「手指の消毒」も 8 割を超えており、基本対策が徹底されていることが分かります。 

子どもについては「十分な栄養・睡眠・運動を心がける」「毎日の検温」が、ママ・パパを抜いて約 7 割と高くな

っており、子どもを感染から守るため、規則正しい生活をさせるように心がけている保護者の努力が数字に現れてい

るのではないでしょうか。「検温」については、多くの学校・園で、登校・登園のための体温提出が義務化されてい

ることが影響していそうです。 

自由回答で「お子さんと一緒に、できるだけ健康に過ごすための工夫」について聞いたところ、手洗いうがい・衛

生用品の活用・体調管理の徹底・三密を避けて行動の他にも、 

 

「出掛けられなくても出掛けられないことをストレスに感じないように手作り味噌キットやうどん作りキットなどを

購入して、体験活動を積んだり、庭で BBQ をしたり家族で楽しい経験を積めることを増やしています。（未就学児・

女児ママ）」 

「思い切り身体を動かしたいときには個人でも借りられる公共の施設（体育館など）を料金はかかるが家族だけで借り

て運動をする。（小学校高学年・男児ママ）」 

「一緒に料理を作るなど普段はしなかった事に一緒にチャレンジしてみる。（中学生以上・女児ママ）」 

 

など、ストレスを溜めないようにしつつ、普段ではできなかったことにも積極的にチャレンジしながら、家族時間

をポジティブに楽しみ、子どもの経験の幅を拡げるような遊びの工夫・機会作りに尽力している様子が伺われまし

た。 
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・「新型コロナウイルス」に関しては多くの家庭で話し合いがされているが、子どもを感染から守る意識につい

ては、夫婦間で「全く温度差はない」が 50.8%、「パートナーよりもママの方が問題意識・危機意識が高い」が

43.3% 
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公共交通機関の利用を控える

外食を控えテイクアウトや自炊をする

十分な栄養・睡眠・運動を心がける

友人知人との会食や遊びの約束の延期や中止

公園、図書館、児童館など公共施設の利用を控える

感染防止方法の定期的な情報収集

買い物をまとめ、回数を減らす

地域の感染状況の定期的な情報収集

両親や義両親との面会を減らす

通販やネットスーパー、生協等の活用

毎日の検温

ドアノブやスイッチなどの室内の消毒

外出先で行われている感染防止対策を事前に調べる

おもちゃや衣類など子どもの身の周りの物の消毒

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）の利用

ジム等趣味の習い事の休会やオンライン学習化

在宅勤務

Q. 新型コロナウイルスの感染防止対策として、ママ、パパ／パートナー、お子さんが

それぞれ今現在も実践していることを教えてください (n=401)

ママが実践

パパが実践

子が実践
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家族内での「新型コロナウイルス」に関する話し合いについては、「家族（パートナーや両親）との話し合い

（94.5%）」「子どもとの話し合い（88.8%）」と多くの家庭で話題に出ていました。中でも「新型コロナウイルスに

ついて話している」という現在進行形の回答が、家族・子どもとも 8 割を超えており、日常的にこの話題が家庭内で

出ているようです。 

夫婦間での新型コロナウイルスに対する話し合いの温度差について聞いたところ、「全く温度差はない（50.8%）」

が最多で半数を超えましたが、「やや温度差がある」「かなり温度差がある」を合算すると、「パートナーよりもマ

マの方が問題意識・危機意識が高い（43.3%）」も 4 割を超えました。コロナ対策の実践度から見ても、家族の中で

も特にママたちが、新型コロナウイルスへの対策意識をより強く持っている様子がうかがわれます。 

 

 
 

 
 

 強い不安を感じる「災害」について 

・最も不安を感じる災害は「地震（86.8%）」で、前回、前々回と変わらずトップだが、その数値は減少傾向。 

・2017 年実施の前々回調査では 4 位(25.7%)だった「大雨・洪水等の水害」が今回調査で 2 位（54.1%）に。前々

回は 5 位（24.9%）だった「台風」が 3 位（51.1%）と、前回や前々回と比べても水害/台風への不安が強まった。 
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新型コロナウイルスについて話している

新型コロナウイルスについて以前、話したことがある

新型コロナウイルスについて話したことがない

新型コロナウイルスについて話し合える相手がいない（まだ会話ができない）

全く温度差はない。共通の問題

意識や危機意識を持っている

50.8%やや温度差がある。自分の方

が問題意識や危機意識が高い

37.2%

かなり温度差がある。自分だけが問題意識

や危機意識を持っていると感じる

6.1%

やや温度差がある。夫（パートナー）の方が

問題意識や危機意識が高い

4.3%

かなり温度差がある。夫（パートナー）だけが

問題意識や危機意識を持っていると感じる

1.5%

Q 前の設問で「話し合っている・以前、話したことがある」と答えた方にお聞きします。

子どもを感染から守るための意識として、パパ／パートナーとの温度差を感じることはありますか？

(n=392)
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強い不安を感じる災害では「地震（86.8%）」がトップでしたが、2017 年の前々回調査で 96.7%だった回答は、前

回（2020 年 2 月）で 92.7%、今回（2020 年 8 月）は 86.8%と、合計で 9.8 ポイント減少となっています。 

また、2 位以下も順位の入れ替わりが起きており、前々回調査では 4 位（25.7%）だった「大雨・洪水等の水害」が

今回調査で 2 位（54.1%）に。次いで、前々回は 5 位（24.9%）だった「台風」が 3 位（51.1%）と、前回・前々回と

比べても水害/台風に対する不安が強まっていることがわかりました。 

  
 

*1「博報堂こそだて家族研究所」 https://www.hakuhodo.co.jp/news/info/24207/ 

晩産化・少子化、共働き世帯の増加、夫や祖父母の育児参加など、近年大きく変わってきた「こそだて家族」を研

究する専門組織です。「妊娠期から小学生の子どもを持つ家族」を対象にした研究調査、企画立案などを行ってい

ます。 

 

*2「ママスタ」 http://mamastar.jp/ 

 月間 2.5 億 PV、900 万人以上のユーザーに利用される日本最大級のママ向け総合情報サイト。 

育児や家族に関することから、話題の社会問題やファッション・美容までママの日常を取り巻くあらゆることにつ

いて活発な情報交換がなされています。 またママに役立つコラム、気になる情報を編集部がママ目線で日々配信

しています。 

SNS 公式アカウント 

・Facebook ：https://www.facebook.com/mamastar.select 

・Twitter  ：https://twitter.com/mamastar_select 

・Instagram ：https://www.instagram.com/mamastar_select 
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Q. 【災害について】「我が家でも対策を考えておかなくちゃ！」と強い不安を感じる災害

を全て選んでください。

2020年8月(n=401)

2020年2月 (n=480)

2017年7月（n=397）
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